








































(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減

【介護ロボットの不都合な点の課題】

「離床」判定は、体動が一定時間に無いことが条件となっている。その為、実際の動作に比べ10～
15秒程度遅れて判定される。

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

特に転倒・転落のリスクが高い入居者様２名に使用。ベット上で横になっている際、熟睡できてい
るのか。覚醒しているのか。又、起き上がりたいのかがわかる為、適切なタイミングでトイレ誘導
なども可能になったことから、巡回回数は、１名×７回減少し、転倒転落も７回減少した。

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

夜勤勤務者から、「転倒、転落の危険性が多い入居者様に使用することで、心理的の負担が軽減さ
れた。」
日勤勤務者からは、「昼寝時間のタイミングがはかってきた。」など意見があがっている。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

【目標の達成状況】

夜間、入眠時一時間一回の訪室入眠を行っていたが、見守り支援システム「眠りSCAN」を導入する
ことで、入居者様の状態がDルームに居ながら確認できる為、プライバシーや睡眠を妨げることな
く、タイムリーな訪室が可能になった。
導入中の２名は、居室へ行く事なく、一時間に一回×２名×７ｈ＝１４回（約２割減）であり、す
でに目標達成項目が改善できている。

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

グループホームみなみ 認知症対応型共同生活介護

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年3月30日

見守り

年　　月　　日 2

有限会社　新正クリーンサービス

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

取締役　下地　雅志

宮古島市平良字下里3107番地364

有限会社　新正クリーンサービス

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　４　年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　５　年　４　月　２８　日

眠りSCAN（NN-1520)



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません







(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

令和5年3月15日 20台

医療法人育泉会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　屋宜亮兵

那覇市識名三丁目20番12号

医療法人育泉会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和4年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　５年　４月　28日

見守りシステム「眠りSCAN」

【目標の達成状況】

介護ロボット　眠りSCANの導入により、夜間・深夜帯においてモニタにて一元的にリアルタイムで
利用者の活動状況・睡眠状況を管理する。
・夜間、深夜帯の見守り業務回数：目標15回/日→5回/日　・　現状15回/日
・夜勤勤務者の配置人数：目標介護職員4人/日→3人/日　・　現状4人/日
・日中介護職員の配置：目標介護職員16人/日→18人/日　・　現状16人/日
・年間休日数の増加：目標休日数108日→124日　・　現状108日

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

介護老人保健施設識名清風苑 介護老人保健施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年3月15日

見守りシステム

【介護ロボットの不都合な点の課題】

製品のWIFI受信距離が短いため、WIFI環境の再構築が必要となっている。

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

介護ロボットの使用に当たり、「眠りSCAN」使用予定利用者の大規模な居室移動を予定。また、製
品のWIFI受信距離が短いため、WIFI環境の再構築が必要がある。
現状は数名にテスト環境で下記の通り使用している状態。
・夕方の申し送り時に眠りSCANのセットアップ
・モニタ管理
・必要に応じてモニタリングし、利用者の状況確認

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

製品のWIFI環境の制限などがあり、利用者の大規模な居室移動が必要となった。そのため、介護ロ
ボットの導入による具体的な軽減効果や、従業員の満足度については得られていない状況。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他 環境設定（居室移動等）に時間がかかり、まだ軽減等の効果が出ていない

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません



(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減

【介護ロボットの不都合な点の課題】

・現時点では特になし

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

・転倒リスクのある利用者の状態確認、安全確保：随時（主に夜間帯）
・体調不良者、看取り対象者の状態確認　　　　：随時
・利用者の体調管理、ケア検討会議　　　　　　：適宜（睡眠・覚醒状況確認し個別ケア実施方法検
討）
・介護記録　　　　　　　　　　　　　　　　　：随時

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

・モニターで入眠状況及び心拍を確認する事ができ、巡視の負担が軽減
・複数の利用者を一画面で確認する事ができ、対応の優先順位付がスムーズで心理的負担が軽減

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具体的
に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

【目標の達成状況】

①身体的負担の軽減：30％減（モニターでの状態確認で訪室回数減少）
②心理的負担の軽減：50％減（体調不良者、看取り対象者についてモニターで随時確認できる安心
感）
③介護時間の短縮　：20％減（入眠状況を確認し対応する事で睡眠を妨げ覚醒させてしまう事を避け
短縮）
④業務の効率化　　：20％減（介護ソフトとの連携で記録時間が短縮）

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

介護老人保健施設　かりゆしの里 介護老人保健施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年3月10日

見守り

令和5年3月10日 8

社会福祉法人　沖縄にじの会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　仲西　常雄

沖縄県那覇市山下町5番30号

社会福祉法人　沖縄にじの会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　4　年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　5　年　4　月　21　日

眠りスキャン



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません



(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

令和5年　3月17日 5台

社会福祉法人　いなほ会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　新垣　元

沖縄県中城村字添石363番地

社会福祉法人　いなほ会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　４年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　5　年　4月　28日

眠りSCAN

【目標の達成状況】

・介護ロボットを導入前は夜間帯の見守りを1時間に1回又は安否確認が必要な利用者に対して10分
毎に行っていたが、その導入によって利用者の状態をＰＣ上で把握できるため、巡回の回数を約40
～50％削減することを目標とした。導入後は概ねそれが達成できているため、大いに改善が図れて
いると言える。

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

介護老人保健施設　信成苑 介護老人保健施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年　3月　17日

見守り

【介護ロボットの不都合な点の課題】

今のところ特に無し。

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

・導入した眠りSCANは、心拍や呼吸、睡眠状態の確認が必要な利用者や転倒、転落リスクの高い利
用者に使用している。利用者の状態、安否確認をPCでタイムリーに状態確認でることから、急変時
の早期発見や事故予防に活用できている。また、必要時の連絡方法としてインカムを使用してい
る。（導入期間が1ヶ月程度と短いためデータを取り比較するにはもうしばらく期間を要する）

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

・導入して1ヶ月程度であることから職員アンケートは未だ実施してはいないが、特に夜勤を担う介
護・看護職員からは身体的、心理的負担の軽減、業務の効率化に大変役立っているとの声がある。
また、終日を通して直接目視で確認していた定期巡回以外の業務を40～50％程度削減できており、
その空いた時間を他の利用者のサービスに充てることができている。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません


